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生体組織に偏光を照射した際の散乱光の偏光状態には多くの情報が含まれており、近接組織の

構造の差異や経時変化を観察するのに有効な手段であること、特に前癌病変の検出に有効である

ことが報告されている[1]。一般に用いられる直線偏光では、生体内での多体散乱によって偏光状

態が容易に失われてしまうのに対し、円偏光は直線偏光よりも偏光状態が失われにくく組織深部

の情報を得る事ができると考えられている[2]。近年、切除した肺の健常組織と癌組織に対して円

偏光を照射すると、その後方散乱の偏光状態に大きな差異が見られることが報告[3]され、円偏光

による非染色癌診断技術の可能性が示された。しかしながら、この報告における偏光の差異が、

主な散乱体である細胞核の形状を反映しているのか分布によるものなのかなど物理的な散乱機構

は明確でない。本研究では、健常組織と癌組織を模した生体模型を作製し、円偏光を照射した際

の散乱光の偏光状態を調べることにより、系統的に散乱機構について考察する。 

生体模型は極薄ガラス基板上に光リソグラフィ技術を用いて作製した。細胞核のモデルは、屈

折率と透過率の観点から 20 nm厚の円形ドットのアルミニウム薄膜集合体である。Figs.1 の挿入

図に作製した模型の顕微鏡像を示す。健常組織の模型では直径 6 mの円形ドットを、癌組織の模

型では細胞核の肥大を反映して粒径 11 mの円形ドットをそれぞれ間隔 20 mの三角格子配置し

た。これらの模型に 45°入射で 550nmから 1200nmまでの白色円偏光を照射し、その散乱光の偏

光状態を検出角 45°で検出した。Figs. 1に (a) 健常組織模型および (b) 癌組織模型に対する散乱光

の偏光依存スペクトルを、Fig. 2に散乱光の円偏光度スペクトルを示す。スペクトル形状および円

偏光度に大きな差異が見られ、健常組織よりも癌組織の方が偏光度が低いという先行研究と同様

の傾向が見られた。当日は細胞核の配置依存性、形状依存性などの詳細を併せて報告する。 
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